
水道事業会計〔上下水道事務所 上下水道課 所管〕

１　概況

（1）総括事項

ア 業務状況

イ 財政収支状況

ウ 建設改良事業

エ その他

（2）経営指標に関する事項

令和6年度末の業務状況は、給水件数が3万440件（前年度比416件増）、給水人口が7万535

人（同283人増）で、行政区域内人口7万907人に対する普及率は99.5％となった。

年間総給水量は699万4,982㎥（同2万8,018㎥増）、一日平均給水量は1万9,164㎥（同129㎥

増）、一日最大給水量は2万916㎥（同559㎥増）となった。

料金収入の対象となる年間総有収水量は674万8,739㎥（同2万8,504㎥増）、一日平均有収

水量は1万8,490㎥（同129㎥増）で、年間総給水量に占める年間総有収水量の割合を表す有収

率は96.5％となった。

収益的収支のうち、総事業収益は15億932万7,368円（税込み額16億5,203万2,737円）、総

事業費用は12億9,825万5,266円（同13億9,289万350円）で、収支差引額2億1,107万2,102円の

当年度純利益を計上した。

資本的収支（税込み額）は、総収入額が2,798万1,360円、総支出額が5億2,828万3,355円

で、支出額に対する収入不足額5億30万1,995円は、積立金2億9,894万5,037円及び過年度分損

益勘定留保資金1億5,811万1,221円、並びに当年度分消費税資本的収支調整額4,324万5,737円

で補てんした。

経営指標では、総収支比率が116.3％（前年度121.4％）、経常収支比率が123.5％（同

124.4％）でいずれも前年度より減少したが、営業収支比率は107.9％（同104.0％）で、前年

度より増加した。

建設改良事業においては、管路の耐震化及び長寿命化を推進するため、老朽管更新工事を

実施した。なお、老朽管更新工事の一部については、令和7年度へ繰越した。

　水道施設の適切な維持管理及び更新を図るため、令和5年度から10年間の新たな守谷市上下

水道施設管理等包括業務委託を開始した。

　県企業局による水道加入促進事業に参加し、新規加入者の分担金を一部減免するなど、水

道利用者へのサービスの向上を推進した。

　また、市内への配水は全量県からの受水によって賄っていることから、使用していない浄

水施設について撤去を進めた。

　令和6年度決算における経営指標は、経営の健全性を示す経常収支比率について、前年度よ

り分担金収入が減少したことから、前年度比0.9ポイント減の123.5％となったが、健全経営

の水準とされる100％を上回っている。また、料金水準の妥当性を示す料金回収率は、前年度

比5.5ポイント増の122.2％となり、事業に必要な費用を給水収益で賄える状況とされる100％

を上回っている。

　一方、施設の利用状況や適正規模を判断する指標である施設利用率は、前年度比0.5ポイン

ト増の79.2％となり、経営戦略における令和10年度の目標値である83％に近い値で推移して

いる。また、償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却費率は前年度比3.9

ポイント減の70.2％と改善されたが、法定耐用年数を経過した管路延長の割合を示す管路経

年率は3.1ポイント増の39.0％と施設の老朽化が進んでいるのに対して、当該年度に更新した
管路延長の割合を示す管路更新率は前年度と同率の0.9％に留まっている。今後は将来の更新

需要に備え、現在の経営状況を維持しつつ、引き続き計画的な施設更新を行っていく。



　　　<経営指標の推移>

（3）議会議決事項

　ア　議案事項

イ　報告事項

（4）行政官庁認可事項（承認事項含む。）

　　 該当事項なし

（5）職員に関する事項

　 　本年度 10人（うち会計年度任用職員1人含む）

     （課長1人、業務グループ4人、経営グループ2人、事業グループ3人）

　 　前年度 11人（うち会計年度任用職員1人含む）

     （課長1人、業務グループ3人、経営グループ3人、事業グループ4人）

　 　※職員数については、上下水道事務所職員のうち水道事業支弁職員数を記載

（6）料金その他供給条件の設定、変更に関する事項

　　 該当事項なし

有形固定資産減価償却率 73.8% 74.1% 74.4%

報告第6号 令和5年度守谷市水道事業会計予算の繰越しについて 令和6年6月6日

報告第17号 令和5年度守谷市の公営企業会計資金不足比率の報告について 令和6年8月28日

報告第15号 令和5年度守谷市水道事業会計継続費精算報告 令和6年8月28日

議案第92号 令和6年度守谷市水道事業会計補正予算（第2号） 令和6年12月11日 令和6年12月25日

議案第15号 令和6年度守谷市水道事業会計補正予算（第3号） 令和7年3月3日 令和7年3月3日

議案第69号 令和5年度守谷市水道事業会計利益の処分 令和6年8月28日 令和6年9月18日

議案第78号 令和6年度守谷市水道事業会計補正予算（第1号） 令和6年8月28日 令和6年9月18日

議案番号 件　　　　　　　　名 提出年月日 議決年月日

議案第66号 令和5年度守谷市水道事業会計決算認定 令和6年8月28日 令和6年9月18日

74.1% 70.2%

施設利用率 87.7% 87.5% 86.5% 78.7% 79.2%

料金回収率 110.0% 116.2% 114.6% 116.7% 122.2%

経常収支比率 114.1% 122.7% 120.2% 124.4% 123.5%

R2 R3 R4 R5 R6

管路更新率 0.4% 0.5% 0.9% 0.9% 0.9%

管路経年率 20.8% 24.0% 29.6% 35.9% 39.0%

報告番号 件　　　　　　　　名 報告年月日

議案第37号 令和6年度守谷市水道事業会計補正予算（第4号） 令和7年3月3日 令和7年3月25日

議案第43号 令和7年度守谷市水道事業会計予算 令和7年3月3日 令和7年3月25日



２　工事

（1）建設改良工事の概況

　ア　業務状況配水管整備（※工事費は水道事業分を記載）

◇布設・布設替工事
工事延長 248.70ｍ

ダイクタイル鋳鉄管GX形

φ300㎜ 109.09ｍ

φ100㎜ 5.53ｍ

ポリエチレン管

φ100㎜ 134.08ｍ

φ75㎜ 7.27ｍ

給水管布設 7件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式
（施工場所：本町地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 839.66ｍ

ポリエチレン管

φ100㎜ 8.85ｍ

φ75㎜ 821.80ｍ

φ50㎜ 1.06ｍ

給水管布設 89件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式
（施工場所：久保ケ丘地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 396.40ｍ

ポリエチレン管

φ75㎜ 393.54ｍ

給水管布設 29件

既設管充填 一式

舗装復旧
 一式
（施工場所：久保ケ丘地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 286.20ｍ
ポリエチレン管

φ75㎜ 284.44ｍ
給水管布設 35件
既設管充填 一式
舗装復旧
 一式

（施工場所：久保ケ丘地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 297.76ｍ
ポリエチレン管

φ75㎜ 284.44ｍ
φ50㎜ 1.3ｍ

給水管布設 38件
既設管充填 一式
舗装復旧 一式
（施工場所：久保ケ丘地内）

R5上水布設替
第10号工事
㈱舘野設備工
業

29,205,000 R5.12.23 R6.5.30
R5繰越
工　事

R5繰越
工　事

R5上水布設替
第7号工事
㈲須賀緑化土
木

29,711,000 R5.11.11 R6.4.30
R5繰越
工　事

R5上水布設替
第5号工事
㈲斉藤設備工
業

30,580,000 R5.12.1 R6.6.21

R5上水布設替
第2号工事
㈲浅井設備工
業

64,768,000 R5.12.23 R6.8.30
R5繰越
工　事

R7.3.14
R5繰越
工　事

（単位：円）
工事件名及び
請 負 業 者

施工内容 工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

備考

R5上水新設第1
号・R5市公下
第6号合併工事
オオシン㈱

36,542,000 R6.4.12



◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 155.22ｍ

ポリエチレン管

φ75㎜ 149.24ｍ

φ50㎜ 1.3ｍ

給水管布設 20件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式
（施工場所：久保ケ丘地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 738.90ｍ

ポリエチレン管

φ75㎜ 735.16ｍ

φ50㎜ 0.65ｍ

給水管布設 86件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式
（施工場所：久保ケ丘地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 244.51ｍ

ポリエチレン管

φ75㎜ 238.41ｍ

φ50㎜ 0.65ｍ

給水管布設 29件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式
（施工場所：久保ケ丘地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 735.01ｍ

ポリエチレン管

φ75㎜ 722.60ｍ

φ50㎜ 0.41ｍ

給水管布設 68件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式

（施工場所：久保ケ丘地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 1,006.21ｍ

ポリエチレン管

φ75㎜ 992.81ｍ

φ50㎜ 3.01ｍ

給水管布設 103件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式

（施工場所：久保ケ丘地内）

R6上水布設替
第3号工事
㈲斉藤設備工
業

57,299,000 R6.6.12 R7.1.30

R6上水布設替
第4号工事
㈱文道電気

60,049,000 R6.6.10 R7.2.28

R6上水布設替
第1号工事
㈲須賀緑化土
木

56,705,000 R6.6.1 R6.12.27

R6上水布設替
第2号工事
㈱舘野設備工
業

22,429,000 R6.6.29 R6.10.30

R5上水布設替
第11号工事
㈲浅井設備工
業

21,472,000 R6.2.7 R6.7.25
R5繰越
工　事

工事件名及び
請 負 業 者

施工内容 工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

備考



◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 128.93ｍ

ポリエチレン管

φ75㎜ 128.25ｍ

給水管布設 9件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式

（施工場所：本町地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 61.04ｍ

ダイクタイル鋳鉄管GX形

φ150㎜ 60.64ｍ

給水管布設 4件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式

（施工場所：本町地内）

◇布設替工事（老朽管更新）
工事延長 349.20ｍ

ポリエチレン管

φ75㎜ 334.62ｍ

φ50㎜ 1.30ｍ

給水管布設 38件

既設管充填 一式

舗装復旧 一式

（施工場所：久保ケ丘地内）

◇消火栓更新工事
消火栓筐のみ　1基

舗装復旧 一式

（施工場所：野木崎地内）

◇消火栓更新工事
単口式消火栓　9基

空気弁付消火栓　2基

消火栓筐　2基

舗装復旧 一式
（施工場所：守谷市内）

◇試掘工事
舗装復旧 2.2㎡

（施工場所：百合ケ丘地内）

R6試掘第1号工
事
㈲浅井設備工
業

143,000 R6.9.20 R6.10.15

R6消火栓更新
第1号工事
㈲黒江設備

23,210,000 R6.9.7 R7.1.31

R6上水布設替
第7号工事
㈱大山設備

34,967,900 R6.9.25 R7.3.26

R5緊急消火栓
更新第1号工事
㈱大山設備

1,188,000 R6.3.8 R6.4.30
R5繰越
工　事

R6上水布設替
第6号工事
㈲大和田鉄工

11,803,000 R6.6.29 R6.12.27

R6上水布設替
第5号・R6市公
下第1号合併工
事
㈲浅井設備工
業

13,728,000 R6.7.9 R7.3.31

布設替工事（老朽管更新）状況

工事件名及び
請 負 業 者

施工内容 工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

備考



配水管理施設更新（包括管理業務委託）

（2）保存工事の概況

配水施設修繕（包括管理業務委託）

　〇定期修繕

　〇突発修繕

給水管布設替

布設替件数 4件
舗装復旧 一式
（施工場所：百合ケ丘地内ほか）

※工事費は、水道事業分を記載

配水管維持修繕

◇配水管漏水修理

VP管 φ100㎜ 1.50ｍ

舗装復旧
 一式

（施工場所：立沢地内）

◇配水管漏水修理

DIP K形 φ100㎜

配管補修・舗装復旧
 一式

（施工場所：松前台地内）

R6給水単独工
事
増川設備工業
㈱ほか

1,437,700 R6.4.19 R7.3.28

R6漏水緊急修
繕第2号工事
㈲斉藤設備工
業

522,500 R6.12.24

（単位：円）

工事件名及び
請 負 業 者

施工内容 工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

備考

R6漏水緊急修
繕第3号工事
㈱舘野設備工
業

715,000

1．配水ポンプ（守谷系）№1分解点検整備 9,394,000 R6.11.1 R7.2.28

2．配水ポンプ（守谷系）№2分解点検整備 9,394,000 R6.11.1 R7.2.28

（単位：円）

件　　名 業務・工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

備考

R6.12.30 R7.3.31
修繕引当
金取崩し
使　　用

R7.2.25
修繕引当
金取崩し
使　　用

（単位：円）

工事件名及び
請 負 業 者

施工内容 工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

備考

2．守谷市上下水道事務所給水配管漏水修繕
　 業務

件　名 業務・工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

(受託者　㈱ウォーターエージェンシー・オリエンタルコンサルタンツ・中央設計技術研究所共同
企業体)

1．高野屋外計装盤更新 32,340,000 R6.12.16 R7.2.28

1,034,000 R6.9.18 R7.3.31

（単位：円）

件　　名 業務・工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

備考

1．No.4、5、7公団系配水ポンプインバータ
　 修繕業務

891,000 R6.10.23 R7.3.31

備考

(受託者　㈱ウォーターエージェンシー・オリエンタルコンサルタンツ・中央設計技術研究所共同
企業体)



◇配水管漏水修理

VP管 φ100㎜ 2.00ｍ

舗装復旧
 一式

（施工場所：野木崎地内）

給水管維持修繕

給水管漏水修理 10か所

給水装置修繕 7か所

（施工場所：松前台地内ほか）

量水器交換工事

◇量水器検満交換（作業工賃）
直読式φ13㎜～φ75㎜ 2,245個

隔測式φ13㎜～φ20㎜ 986個
※職員による交換を除く

施設撤去工事

◇施設撤去工事

ろ過池　撤去 一式

送水ポンプ室　撤去 一式

（施工場所：百合ケ丘地内）

R6給水装置修
繕工事
㈱文道電気ほ
か

4,132,700 R6.1.24 R7.3.17
R5繰越

工事含む

備考

（単位：円）

（単位：円）

工事件名及び
請 負 業 者

施工内容 工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

備考

R6.11.22

（単位：円）

浄水施設撤去工事

R6浄水施設撤
去工事
㈱ベスト・
ワーク

52,030,000 R6.11.8 R7.3.31

着　工
年月日

竣　工
年月日

備考

R6漏水緊急修
繕第4号工事
㈱大山設備

638,000 R7.1.6 R7.3.27
修繕引当
金取崩し
使　　用

工事件名及び
請 負 業 者

施工内容 工事費

工事件名及び
請 負 業 者

施工内容 工事費

着　工
年月日

竣　工
年月日

工事件名及び
請 負 業 者

施工内容 工事費
着　工
年月日

竣　工
年月日

備考

R6検満量水器
交換工事
㈱舘野設備工
業ほか

18,217,980  R6.6.20



３　業務

（1）業務量

人 人 人 ％

人 人 人 ％

％ ％ ％

件 件 件 ％

件 件 件 ％

件 件 件 ％

件 件 件 ％

㎥ ㎥ ㎥ ％

㎥ ㎥ ㎥ ％

㎥ ㎥ ㎥ ％

㎥ ㎥ ㎥ ％

㎥ ㎥ ㎥ ％

㎥ ㎥ ㎥ ％

㎥ ㎥ ㎥ ％

％ ％ ％

（2）事業収入に関する事項（税抜き） （単位：円、％）

（3）事業費に関する事項（税抜き） （単位：円、％）

0.6計 1,298,255,266 100.0 1,290,834,643 100.0 7,420,623

0.3

特別損失 77,604,040 6.0 32,882,876 2.6 44,721,164 136.0

営業外費用 23,623,631 1.8 23,559,855 1.8 63,776

増減率

営業費用 1,197,027,595 92.2 1,234,391,912 95.6 △ 37,364,317 △ 3.0

区分
令和6年度 令和5年度 比　較

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額

39.0

計 1,509,327,368 100.0 1,566,714,696 100.0 △ 57,387,328 △ 3.7

特別利益 1,796,188 0.1 1,291,867 0.1 504,321

0.5

営業外収益 219,556,224 14.5 283,622,890 18.1 △ 64,066,666 △ 22.6

営業収益 1,287,974,956 85.4 1,281,799,939 81.8 6,175,017

区分
令和6年度 令和5年度 比　較

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 増減率

一日平均有収水量 18,490 18,361 129 0.7

有    収    率 96.48 96.46 0.02   －

一日平均給水量 19,164 19,035 129 0.7

一日最大給水量 20,916 20,357 559 2.7

年間総有収水量 6,748,739 6,720,235 28,504 0.4

一日平均受水量 19,260 19,070 190 1.0

年 間 給 水 量 6,994,982 6,966,964 28,018 0.4

2.8

そ　の　他 150 152 △ 2 △ 1.3

内
訳

一　般　用 28,628 28,255 373 1.3

業　務　用 1,662 1,617 45

給 水 件 数 30,440 30,024 416 1.4

行政区域内人口 70,907 70,627 280 0.4

給 水 人 口 70,535 70,252 283 0.4

年 間 受 水 量 7,029,756 6,979,710 50,046 0.7

普  及  率 99.48 99.47 0.01   －

事　　項 令和6年度 令和5年度
比較

増　　減 増 減 率



４　会計

（1）重要契約の要旨（※契約金額は水道事業分を記載）

配水及び給水費

総係費

資産減耗費

上水道建設費

R6.6.28 22,429,000 R6上水布設替第2号工事 ㈱舘野設備工業

R6.6.11 57,299,000 R6上水布設替第3号工事 ㈲斉藤設備工業

5,467,000
R6漏水緊急修繕第1号・R6上水布設替
第9号合併工事

㈲浅井設備工業
R7年度
へ繰越

R6.5.23 2,739,000
令和6年度守谷市上下水道料金システ
ム・給排水設備工事管理システム
データ移行業務

ＣＤＣアクア
サービス株式会
社

R6.10.8

契約年月日 契約金額 件　名 契約の相手方 備　考

R6.11.7 52,030,000 R6浄水施設撤去工事
㈱ベスト・ワー
ク

（単位：円）

（単位：円）

契約年月日 契約金額 件　名 契約の相手方 備　考

1,210,000 令和6年度管理本館修繕第3号工事 ㈱大山設備

契約年月日 契約金額 件　名 契約の相手方 備　考

R7.1.23 12,155,000 R6漏水緊急修繕第5号工事 ㈲大和田鉄工
R7年度
へ繰越

（単位：円）

R6.9.5 5,940,000 R6水道管路施設点検業務
フジ地中情報㈱
東京支店

R6.10.8 9,603,000
R6守谷市上下水道施設情報管理シス
テムデータ更新業務

フジ地中情報㈱
東京支店

R6.11.6 19,030,000 R6水道管路整備更新計画業務
フジ地中情報㈱
東京支店

R7年度
へ繰越

（単位：円）

契約年月日 契約金額 件　名 契約の相手方 備　考

R6.7.8 13,728,000
R6上水布設替第5号・R6市公下第1号
合併工事

㈲浅井設備工業

R6上水設計第1号業務 常陸測工㈱
R7年度
へ繰越

R6.4.11 36,542,000
R5上水新設第1号・R5市公下第6号合
併工事

オオシン㈱
R5年度

から繰越

R6.5.31 56,705,000 R6上水布設替第1号工事 ㈲須賀緑化土木

R6.6.7 60,049,000 R6上水布設替第4号工事 ㈱文道電気

R7.1.24 1,870,000

R6.6.28 11,803,000 R6上水布設替第6号工事 ㈲大和田鉄工

R6.9.24 34,967,900 R6上水布設替第7号工事 ㈱大山設備

R6.11.6

R6.5.31 3,872,000 R6総合公園上水設計業務
㈱オオバ
茨城営業所



（2）企業債及び一時借入金の概況

ア　企業債

　借入利率別残高

イ　一時借入金

　　なし

（3）引当金の増減

※減少額には戻入れ額を含む

５　附帯事項

　　　給水装置工事　589件（内訳：布設替工事 572件、漏水修理工事 10件、取水不良工事 6件、

　　　故障量水器交換工事1件）

賞与引当金 6,101,000 6,347,000 6,101,000 6,347,000

貸倒引当金 7,694,137 1,060,000 1,440,453 7,313,684

修繕引当金 77,605,500 0 2,805,000 74,800,500

(単位：円)

区　分
R5年度末
残  　高

R6年度
増加額

R6年度
減少額

R6年度末
残  　高

9,380,247

機構債 1,392,361 1,068,380 0 0 2,460,741

内
訳

政府債 2,463,163 5,776,152 1,140,932 0

上水道事業債 3,855,524 6,844,532 1,140,932 0 11,840,988

(単位：円)

区　分 2.0％以下 3.0％以下 4.0％以下 4.0％超 計

286,771

機構債 4,188,583 0 1,727,842 2,460,741 77,876

内
訳

政府債 12,887,914 0 3,507,667 9,380,247

上水道事業債 17,076,497 0 5,235,509 11,840,988 364,647

区　分
R5年度末
残　　高

R6年度
増加高

R6年度
償還高

R6年度末
残　　高

R6年度
支払利息

(単位：円)

R7.3.3 7,810,000 R6上水布設替第10号工事 令和建設㈱
R7年度
へ繰越

R6.8.5 25,850,000 R6空気弁更新第1号工事 ㈱大豊産業
R7年度
へ繰越

R6.9.6 23,210,000 R6消火栓更新第1号工事 ㈲黒江設備

契約年月日 契約金額 件　名 契約の相手方 備　考



６　その他

（1）収納状況　　　　　　　　　　

※収納額には未送金分を含む

水道料金

平成30年度(平成31年1-2月分)及び

令和元年度(平成31年3-4月分から令和元年11-12月分まで)

消滅時効成立のため

比
較
増
減

調定額(繰越額含む) 3,312 13.7 5,692 0.4

未納額
(不納欠損処分前)

△ 198 △ 7.0 △ 8,122

△ 30.1

(4)放棄した事由　　　　　：

※不納欠損処分額について、守谷市債権管理条例施行規則第6条に定める事項は次のとおり

(1)放棄した債権の名称　　：

(2)放棄した債権の調定年度：

(3)放棄した債権の額　　　： 365,922円 

区　分 過年度分 増減率 現年度分 増減率 計 増減率

繰越未納額 △ 155 △ 6.4 △ 8,122 △ 32.4 △ 8,277

△ 32.4 △ 8,320 △ 29.8

不納欠損処分額 △ 43 △ 10.5 0 － △ 43 △ 10.5

9,004 0.7

収納額 3,510 16.4 13,814 1.0 17,324 1.3

25,076 27,502

27,911

不納欠損処分額 409 0 409

1,373,097

収納額 21,355 88.3 1,323,831 98.1 1,345,186 98.0

0 366

未納額
(不納欠損処分前)

2,637 16,954 19,591

令
和
5
年
度

調定額(繰越額含む) 24,190 1,348,907

未納額
(不納欠損処分前)

2,835 25,076

区　分 過年度分 収納率 現年度分 収納率 計 収納率

繰越未納額 2,426

24,865 90.4 1,337,645 98.7 1,362,510 98.6

収納率

令
和
6
年
度

調定額(繰越額含む) 27,502 1,354,599 1,382,101

収納額

区　分 過年度分 収納率 現年度分 収納率 計

繰越未納額 2,271 16,954 19,225

不納欠損処分額 366

(単位：千円、％)



（2）キャッシュ・フロー状況（概略表）

30.5 億円 ←

3.6 億円 ←

△ 6.5 億円 ←

△ 0.1 億円 ←

△ 3.0 億円 ←

27.5 億円 ←

（3）収益的収入（一般会計負担金等）の使途

ア

イ

ウ

雑収益（事業運営経費負担金）10,539,561円は、手数料（非課税仕入れ）に2,250円（不課税
収入）、保険料（非課税仕入れ）に4,545円（不課税収入）、報酬（不課税支出）に28,450円
（不課税収入）、会費負担金（不課税支出）に6,000円（不課税収入）、修繕費（不課税支
出）に4,673,488円（不課税収入）、費用弁償に300円（特定収入）、備消耗品費に31,826円
（特定収入）、通信費に410,415円（特定収入）、修繕費に4,746,775円（特定収入）、動力
費に200,000円（特定収入）、厚生費に4,240円（特定収入）、賃借料に431,272円（特定収
入）それぞれ充当した。

他会計補助金（児童手当給付補助金）357,000円は、児童手当（不課税支出）に全額（不課税

収入）充当した。

県補助金（水道普及促進支援事業補助金）5,791,000円は、受水費（課税仕入れ）に全額（特

定収入）充当した。

計
結果として、令和6年度中の現金預金は、3億円が減少
しました。

令和6年度末残高
令和5年度から繰り越された30億5,000万円に令和6年
度で減少した3億円を減額し、27億5,000万円の残高と
なりました。これを、令和7年度へ繰り越します。

守谷市水道事業のキャッシュ・フロー分析

　水道事業において、業務活動で得た3億6,000万円と内部留保資金を投資活動と財務活動に充
て、トータルで3億円の減少となりました。
　全体的に見て、事業継続のための老朽施設更新工事に要する投資活動も行われている中で、水
道事業の経営に必要な資金は確保されており、資金の流れも適正となっていることから、比較的
安定した経営状況にあるといえます。引き続き、投資活動に必要な資金の確保が必要です。

業務活動
安定した水道料金収入と企業会計制度による適正な費
用配分により、3億6,000万円の資金を確保しました。

投資活動
老朽施設更新事業による施設整備（建設改良工事）の
支出等により、6億5,000万円の資金が減少しました。

財務活動
企業債の償還により、1,000万円の資金が減少しまし
た。

令和5年度末残高
令和5年度末現金預金残高は30億5,000万円で、これは
令和6年度に繰り越しています。

キャッシュ・フロー

区　分
差　　引
現金預金



（4）資本的収入（一般会計負担金等）の使途

ア

（5）守谷市指定給水装置工事事業者の指定

（6）守谷市上下水道事業審議会の開催

報告事項

（7）その他会計経理に関する重要事項

　　ア　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　・先入先出法に基づく原価法

　　イ　固定資産の減価償却方法

　　 (ｱ) 有形固定資産

　　　　・定額法（ただし、取替資産については、取替法による。）

　　　　・主な耐用年数

　　　　　建物　　　　　　 24年～50年

　　　　　構築物　　　　　 10年～60年

　　　　　機械及び装置　　　8年～20年

　　　　　車両運搬具　　　　5年～ 6年

　　　　　工具器具及び備品　3年～15年

　 　(ｲ) 無形固定資産（※直接償却）

　　　　・定額法

　　　　　施設利用権　　　 15年

　　ウ　引当金の計上の方法

　　 (ｱ) 賞与引当金

　　 (ｲ) 貸倒引当金

　　 　　

　　エ　消費税及び地方消費税の会計処理

職員の期末手当、勤勉手当及び法定福利費の支給に備えるため、当年度末における支給見

込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率により回収不能見込額を計上してい

る。

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式で行っている。なお、控除対象外消費税等

については、当事業年度の費用として処理している。

令和6年7月25日 (1)令和5年度事業実績について

（第1回） (2)令和6年度事業計画について

他会計補助金（児童手当給付補助金）340,000円は、児童手当（不課税支出）に全額（不課税

収入）充当した。

令和6年度中に指定した給水装置の工事事業者は5事業者で、廃止又は未更新の工事事業者は18

事業者であり、年度末の指定工事事業者数は180事業者となった。

開催日 内　　容


